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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・駒木　学様～退院請求についての意見聴取表がきています。意見書届いており、担当Ｄｒに記載して頂く事となっております。本日、担当Ｄｒへお願いしています。記入後は、院長に確認を取って頂く事としていますのでお願い致します。

· 入院、退院のあった場合は、担当Ｎｓが責任をもって経過要約を作成していくようにしましょう。

・山道　昭雄様～本日、昼食の下膳の際、食器を重ねたまま、すすがずにプールに入れているため、付き添っていたスタッフが「すすいでからプールに入れて下さい」と注意すると、「なぜ、自分だけ注意するのか！きれいに食べてるからすすがなくてもいいだろう。他病棟では言われた事がない」と返答しています。「皆さんにも同じようにして頂いているので」と伝えると、「ようし！俺がここで見ている。一人でもすすがない人がいたらどうする！ずうっとここで見ている」と話し易怒的となっています。その後昼の服薬の際にも、「飲まない！食事も行かない！もう頭に来た！」と拒否し、スタッフを代えては病院への不満、スタッフへの不満を興奮され話しています。話しに傾聴していると「自分はアルコール依存症ではない。殿様だ」などまとまりのない発言も多く聞かれています。時間を置いてからは「川端先生に悪いから薬を飲むよ」と服用はできております。午後の作業は拒否にて参加されずにいます。時間が経つにつれ、少しずつ落ち着く事が出来ています。被害的・短絡的にとらえる傾向があると考えられます。振り回されないように訴えについては傾聴しながらケアにあたりましょう。また、疾病に対する理解を深めていけるよう関っていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様診察＞

· 木村　忠史様～服薬調整の為、ルーラン（4）４Ｔが止めとなり、ジプレキサ（5）１Ｔ　　　　　　　→ジプレキサ（10）１Ｔに変更となっています。服薬にの確認と異常体　　　　　　　験（被害的妄想等）に左右された言動の観察と確認をしていきましょう。

· 八森　正様～　夜間の尿失禁多い事から、来週の定期薬よりユーロジン（2）１Ｔ→グ　　　　　　　ットミンへ変更、又、レボトミン（25）２Ｔ、リントン（1,5）２Ｔを　　　　　　　減薬していく予定としています。夜間の睡眠状況と失禁の状況の観察と　　　　　　　確認をしていきましょう。

· 高間木　八男様～腰痛の訴えあり、アスモロール100ｇ１袋処方となっています。疼痛　　　　　　　　の確認と腰部の観察、使用頻度についての確認をしていきましょう。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 出河　攻様～本日、問診時に左陰嚢水腫穿刺部について本人に聞いてみると「何ともな　　　　　　い」と話しています。現在、化膿は見られてはいませんが、穿刺部の状態　　　　　　を確認していきましょう。現在も退院（措置解除）後の生活資金について　　　　　　焦りある様子で、担当Ｄｒに今後の金銭問題について聞かれています。退　　　　　　院についての焦りを感じている理由や退院してから、どのように生活して　　　　　　いくのか傾聴し、その為に現在行う事や問題点について考えて頂き、現実　　　　　　に目を向けて頂くようにしましょう。また、腰痛の訴えあり運動を休まれ　　　　　　ておりましたが、最近は少しずつ歩行運動されております。現在も左の腰　　　　　　が少し痛むとの事で、無理せず、軽いストレッチや腰痛体操など促してい　　　　　　きましょう。

＜Ｄｒ千葉担当患者様検討＞

· 本田　英之様～依然として生活の乱れがあり、本人から現実検討に欠ける発言も聞かれ　　　　　　　ています。口で言っている事と行動のズレがあるので、普段の様子や外　　　　　　　泊後の様子を1週間ごとに振り返って頂くために書式を作りましたので、　　　　　　　記入していくようにしたいと思います。本人に日曜日就床前に振り返り　　　　　　　をして頂き記入し提出して頂きます。月曜日にＡユニットについたスタ　　　　　　　ッフが、朝のミーティング時話し合いをしてカルテに情報を記載するよ　　　　　　　うにして下さい。また、部屋の乱雑さ見られる為、整理整頓の指導、必　　　　　　　要のない物は面会時に持って帰って頂くなどしましょう。御家族へ一週　　　　　　　間の状況を面会時にお伝えし生活の乱れがある事、外泊へ行くと更に乱　　　　　　　れる事、プログラムや作業の必要性を含め外泊訓練の目的についても、　　　　　　　適宜説明していきましょう。

· 本多　富美様～最近、運動のやる気のなさ目立っており、体重も徐々に増えつつありま　　　　　　　す。間食している事あり、今後一切の間食は禁止と致します。糖尿病で　　　　　　　ある事、現在、採血での検査結果は異常なくても間食は出来ない事を御　　　　　　　本人、御家族へはっきり伝えて下さい。また、外泊時の飲食の持ち込み　　　　　　　も禁止とします。運動は勧めていき体重が減らなければ退院が出来ない　　　　　　　事、またこの状況が続けば外泊も禁止になってしまう事伝えていきまし　　　　　　　ょう。意欲に欠けているので、スタッフが付き添い、運動をさせていき　　　　　　　ましょう。近々、予定調整しケア会議を行っていきます。

